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卒業式の練習が始まりました！ 

１８日（水）は、第１３９回北波多小学校の卒業式です。こ

れまで延べ１２，９８５人の卒業生が北波多小学校を巣立っ

ていきました。いよいよそこに６年生が名前を刻む番となり

ます。卒業ということをまだまだ意識できていなかった６年

生も、今週から本格的に卒業式の練習が始まるため、少しずつ

実感し始めるのではないかと思います。 

卒業を前に、６年生は立鳥運動として、パソコン室や展望室

等の校内の掃除を中心に取り組んでいます。それ以外にも思い出の学校へ感謝の気持ちを込

めて活動してくれています。６年生の皆さん、ありがとうございます。 

卒業式では、これまでの思い出が不思議と蘇ってくるものです。楽しかったことや頑張っ

たこと、辛かったことや悔しかったこと等、全てを含めて思い出として。それは、卒業生だ

けに限らず、式に参加した全員が感じるものだと思います。嬉しくもあり、寂しくもある卒

業式ですが、立派な式となるようみんなでしっかり準備していき。６年生を送り出したいと

思います。 
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東日本大震災から１５年 

今日は、東日本大震災が起こった３月１１日です。 

“いったい何が起こっているのか…”。 

うまく事態を呑み込めないままテレビに映し出されていた 

信じられない光景を見ていた記憶が１５年経った今でも鮮明 

に蘇ります。死者１５，９０１人、行方不明者２，５１９人、 

震災関連死の方も含めると２万人を超えます。さらに、今も 

なお避難されている方が２６，２８１人という数は、未曽有の大災害であったことを物語

っています。 

子供たちには、全校放送でこの東日本大震災のことについて簡単に触れて話し、全校で

黙とうを行いました。この震災により犠牲となられた全ての方々に対してご冥福をお祈り

いたします。 

地震や大雨、猛暑や感染症など、いつどこで、どのような災害が起こるか予測すること

は困難です。これまでの災害を教訓に不測の事態に備えて、情報収集と対応策、そして訓

練を日頃から意識し、取り組んでおくことの大切さを改めて見直した日となりました。 

これを機会に御家庭でも防災について話し合ってみたり、備えている防災グッズが本当

に使えるか見直したりする機会にされてみてはいかがでしょうか。 


